
 

 

 

 

 

 

 
 
「アンパンマンに教えてもらったこと」    校長  木村 典明 

 先日の始業式で、作家の「やなせたかしさん」が、絵本「あんぱんまん」に書いたあとが

きを取り上げて話をしました。そこには、「ほんとうの正義」は決して格好のよいものでは

なく、それを行おうとすれば、自分自身も傷つくことになる、というやなせさんの思いが記

されています。そこから私なりに「正義」について考え、こんな話をしました。 

 正義や正しさを訴えようとすれば、そこには痛みや辛さが伴います。なぜなら、自分とは

違う立場の人は、自分とは違う正義や正しさを持っていることがあるからです。そんな人た

ちとも反目し合うことなく、辛抱強く議論し、互いに理解し合いながら最適解を見いだして

いく力が、これからの時代には求められることになります。２学期は文歌祭などもあって、

みんなで議論する機会が多くあります。相互に理解し、より多くの人が「笑顔でいられる」

「楽しめる」「幸せになる」活動をしてください――というものです。これからの社会で大

切になる、多様な考え方や価値観を認め合うことについて、中学生にも分かりやすいように

と思って、かみ砕いて話をしてみました。 

 さて、その「アンパンマン」ですが、正直、私はその存在や主題歌は知ってはいたものの、

アニメを観たことは全くありませんでした。でも、ひょんなことから、この夏休み中に観る

機会があり、その奥深さに「この話は幼児に理解できるのか？」と思ってしまいました。 

 私が観たのは『それいけ！アンパンマン いのちの星のドーリィ』（2006年公開）という

お話です。あらすじはネタばれになってしまうので伏せますが、物語の最後のほうで、この

回の主人公であるドーリィを守るために立ちはだかるアンパンマンに、「やめて！もう頑張

るのはやめて！逃げて！」と訴えるドーリィ。それに対して、振り向きながら微笑みを見せ

るアンパンマンの姿に、思わず目頭が熱くなりました。 

 アンパンマンに命が宿ったのはなぜか。自分を犠牲にしてまで人を助けようとするのはな

ぜか。ドーリィの言動や行動と対比させることによって、その問いに答えてくれる物語です。

そして、主題歌である「アンパンマンのマーチ」も、「そうか！そういうことが言いたかっ

たのね」と、私の中でパズルのピースがバチッとはまったように感じました。 

 「命を大切にする」というと、まず自分の命を守ることを考え

ます。もちろん、それが何より大切です。でも、この物語を観て

いると、それだけではないような気がしてきます。誰かの痛みに

気づくこと。困っている人に手を差し伸べること。そして、自分

と同じように、目の前にいる人の命も大切にすること。本校の学

校教育目標の一つ「心と命を大切にします」には、そんな意味も

込められているのだと、アンパンマンから改めて教えてもらった

ような気がしました。  
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学校教育目標 
 人との関わりを大切にします。(徳、公)  

 生きるための学びを大切にします。(知、開) 

 心と命を大切にします。(体、徳) 

 ※知(生きてはたらく知)･徳(豊かな心)･体(健やかな体)･公(公共心と社会参画)･開(未来を開く志) 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/kamariya/


◇学校運営協議会 
 

6 月 19 日（金）に今年度の学校運営協議会委員のみなさまを委嘱させていただき、第

1 回の開催の運びとなりました。委員のみなさまには、1 年間、各行事でご来賓として生

徒たちの様子をご覧になっていただき、教育活動の成果や課題についてご意見をいただ

き、学校運営に参画してもらいます。 

第１回目の協議会では、次のようなご意見をいただきましたのでご紹介します。 

  

・家庭でも学校でも、子どもとの関係をしっかり築いていくことが大切。特に、教育

現場は、10 年後、20 年後に成果が出るので、先は長いが頑張ってもらいたい。 

 ・社会的に、家庭での虐待が心配されている。子どもに関わる人・関係機関が親身に

対応してくれているので、引き続き頑張ってほしいと思っている。 

 ・高校生ぐらいの気になる青年たちを見かけるようになった。中学生とのつながりを

心配している。 

 ・スマホを使うようになって、子ども同士の関わり方が変わってきているように感じ

る。一定の年齢に成長するまでは、使い方をしっかり考えさせることが大切だと思

う。 

 ・生成 AI による思考力の低下が心配である。自分で調べたり、考えたりということ

をしなくなってしまうのではないか。 

 ・反抗期、思春期の子どもたちの扱いは難しい。公園で音楽を大音量で流したり、ご

みを放置したり、駐輪の仕方が雑だったりと、気になっている。 

 ・以前は、部活をやっている子たちが元気よく挨拶をしてくれたが・・・。はつらつ

としている子たちでいてくれると嬉しい。 

 ・教育の世界も、いろいろ制限ができてやりにくさがあると思う。もっと自由でいい

のではないかと思ってしまう。 

 

◇頑張ったね！ -部活動の成績-  
〇硬式テニス 

 

 

 

 

 

 

○サッカー 

 

全国中学生テニス選手権大会 

 女子シングルス ベスト８ 

神奈川県中学校新人テニス大会本選出場 

 女子ダブルス 男子ダブルス 

ベイサイドカップ 

男子 B トーナメント 準優勝 

 女子Ａトーナメント 第三位 

神奈川県中学校総合体育大会サッカー競技の部本選出場  

横浜市中学校総合体育大会サッカー競技の部 第 10 位 

○陸上競技部 

 

 

 

金沢区中学校陸上競技大会 

女子総合 第３位 

共通 110mH  第１位 

共通 100m  第１位 



 

 

 

 

 

 

○吹奏楽部 

○合唱部 

○将棋部 

 

 

○水泳部 

共通 砲丸投  第 3 位 

共通 100mH  第 3 位 

1 年 100mH  第１位 

１年 100m  第１位 

１年 100mH  第１位 

共通 走幅跳  第２位 

横浜吹奏楽部コンクール中学生の部 A 部門 銅賞 

NHK 全国学校音楽コンクール 奨励賞 

神奈川県小中学校将棋大会 

 初級戦 L リーグ 優勝 

 ５対局全勝 

神奈川県中学校総合体育大会水泳競技大会 

 男子 100m バタフライ 第７位 

 横浜市総合体育大会水泳競技の部 

  男子 100m バタフライ 第５位 
 
 
◇何を書いたかな？  ― 七夕 ー 
 

6 月 28 日（日）、悪天候の中、サポーターの会と NPO かなざわ森沢山の会のみ

なさまが、自然公園の竹林から孟宗竹を切り取ってきてくださいました。これは、こ

こ数年、7 月 7 日の七夕に向けて、生徒たちのためにボランティアで行っていただ

いているものです。短冊に願い事を書くのは、もともとは、技芸に優れた織姫にあや

かり、「物事が上達しますように」と祈ったのが始まりなのだとか…。生徒たちは、

どんな願い事を書いたのでしょうか。 

 

 

 

 

 

◇お困りのことがあれば ―スクールカウンセラー（SC）の勤務日ー 
 

【９・１０月のＳＣ勤務日】  

 ９/４･１１･１８・２５  １０/２･９･1６・３０ すべて金曜日 

 ９/１･８・１５・２９  １０/６･２０･2７ すべて火曜日 

【申し込み方法】 

事前予約が必要です。副校長天辰または生徒指導専任松田までご連絡（℡784-

7311）ください。 ※都合により勤務日は変更になる場合があります。 

次回の発行予定日は 11月４日（水）です。 


